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毎月２回1日・15日発行 串間市消防団 消防出初式
新たな「志」を胸に 平成26年度成人式特

集
1

特
集
２

１月 11 日（日） 串間市成人式典

祝 成人！



人
生
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

成
人
式
。今
年
も
実
行
委
員
会
の

手
作
り
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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　鹿児島でリハビリの専門学校に
通っています。将来は理学療法士
としてリハビリの必要な方を支え
　　　　　て、社会貢献していき
　　　　　　たいです。これまで
　　　　　　支えてくれた両親に
　　　　　　も恩返ししていきた
　　　　　　いです。

社会貢献したい
　宮崎市の美容専門学校に通って
います。まずは美容師の国家試験
に合格し、目の前の事を一つひと
つ乗り越えていきたい
です。また、学生の
頃から習っている弓
道で国体出場する
ことが目標です。

弓道で国体出場が夢
　沖縄県で航空自衛隊として働い
ています。社会に出て、社会の厳
しさを知り、両親に苦労
をかけていたと、身に
しみて感じました。
落ち着いたら両親を
温泉でも連れていき
たいです。

両親に感謝したい
　宮崎の大学で機械工学を勉強し
ています。将来の夢は立派なエン
ジニアになること。無事に大学を
　　　　　　卒業し、就職するこ
　　　　　　とが親への恩返しに
　　　　　　　なると思うので、
　　　　　　　まずは目の前のこ
　　　　　　 とを頑張りたいです。

立派なエンジニアに

　

１
月
11
日
、
串
間
市
文
化
会
館
で
成

人
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成

人
は
１
８
６
人
（
男
性
93
人
・
女
性
93

人
）。
式
に
は
こ
の
う
ち
、
１
６
２
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
旧
友
と

の
再
会
を
喜
ん
だ
り
、
晴
れ
姿
を
撮
影

し
た
り
と
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
の
テ
ー
マ
は『
志
』。

今
年
も
新
成
人
の
皆
さ
ん
で
組
織
す
る

実
行
委
員
会
が
企
画
・
運
営
を
行
い
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
新
成
人
を
代
表
し
、
実
行

委
員
長
の
坂
田
志
穂
さ
ん
が「
両
親
を

は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の

方
々
に
感
謝
し
、
大
人
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
を
持
ち
な
が
ら
社
会
貢
献
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
成
人
証
書
授
与
の
後
、
市
内
６

地
区
の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ『
成
人
者
誓

い
の
言
葉
』を
述
べ
ま
し
た
。

　

厳
か
な
式
典
の
後
は
、
抽
選
会
が
開

か
れ
、
当
選
者
に
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
景

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

成
人
式
と
い
う
一
つ
の
節
目
を
迎
え
、�

20
年
間
歩
い
て
き
た
道
の
り
を
思
い
返

し
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
の

「
未
来
」
に
想
い
を
は
せ
な
が
ら
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

串間市成人式
実行委員会 委員長

坂
さ か

田
だ

 志
し

穂
ほ

さん

　４人で実行委員会を立ち上げ、10月ご
ろから準備を進めてきました。成人式は
串間の同世代が集まれる最後の場かもし
れません。協賛金集めなど大変なところ
もありましたが、絶対に心に残る成人式
にしたいとの思いで４人で頑張ってきま
した。当日は緊張したけど、みんなの協
力のおかげでスムーズに式が進行できま
した。この成人式がみんなの心の中にい
つまでも残ってくれるとうれしいです。

実行委員会のみなさん
左から、坂田志穂さん、矢野菜津美さん、

　　渡辺柾宗さん、岸優太さん

祝 平成2６年度成人式

新たな『 』を胸に  輝く未来へ羽ばたけ
　日南の看護専門学校に通ってい
ます。看護師になるのが夢。社会
人として責任を持てる大人になり
 たいです。両親や
 お世話になった方
 へ感謝し、これか
 らも成長していき
 たいです。　　

責任を持てる大人に
　佐賀の大学で管理栄養士になる
ための勉強をしています。将来は

「食育」を通して人を助けられる
大人になりたいです。
今まで支えてくれた
両親に感謝し、今
後も気を引き締めて
頑張りたいです。

食育でみんなを笑顔に

鈴
すず

木
き

 優
ゆう

志
し

さん
（福島地区）

日
ひ

髙
だか

 妃
ひめ

乃
の

さん
（市木地区）

久
く

保
ぼ

 翔
しょう

太
た

さん
（本城地区）

田
た

中
なか

 鴻
こう

平
へい

さん
（都井地区）

津
つまがり

曲 里
さと

奈
な

さん
（北方地区）

宮
みや

川
がわ

 彩
あや

香
か

さん
（大束地区）

志
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串間市消防団
市民の生命と財産を守る

市
民
で
組
織
す
る
串
間
市
消
防
団
。
団

長
以
下
、
５
分
団
42
部
、
団
員
６
５

２
人
、
車
両
35
台
で
串
間
市
消
防
団
が
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
使
命
は
市
民
の
生
命
お
よ
び
財

産
を
守
る
こ
と
。
火
災
や
災
害
発
生
時
の
出

動
、
夜
警
、
火
災
予
防
の
広
報
活
動
、
消
防

水
利
や
機
械
器
具
の
点
検
、
自
主
防
災
組
織

と
連
携
し
た
防
災
訓
練
な
ど
、
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。
消
防

団
は
、
安
全
で
安
心
で
き
る
市
民
生
活
を
支

え
る
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
な
の
で
す
。

　

１
月
５
日
（
月
）、
蔵
元
橋
下
流
河
川
敷
で�

「
平
成
27
年
消
防
出
初
式
」
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
武
田
団
長
以
下
、
串
間
市
消
防
団
全

５
分
団
42
部
３
６
９
名
の
消
防
団
員
が
蔵
元

河
川
敷
に
集
結
し
、
分
列
行
進
、
一
斉
放
水

を
披
露
し
ま
し
た
。
特
に
勇
壮
な
放
水
活
動

は
、
観
覧
者
か
ら
感
嘆
の
声
を
浴
び
、
一
年

の
始
ま
り
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
光
景
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
で
は
功
労
者
表
彰
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

▼
宮
崎
県
知
事
表
彰
＝
結
城
昭
彦
／
松
下
富

男
／
江
藤
義
和
／
渡
会
竜
也
▼
宮
崎
県
消
防

協
会
長
表
彰
（
功
績
章
）
＝
隈
江
康
弘
／
鈴

木
幸
生
／
上
田
郁
男
▼
宮
崎
県
消
防
協
会
長

表
彰
（
精
績
章
）
＝
成
田
一
志
／
吉
田
俊
盛

／
竹
井
弘
行
▼
宮
崎
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

（
親
子
団
員
の
部
）
＝
日
高
秋
則
・
日
高
良
／

松
原
洋
・
松
原
智
彦
／
岸
聡
・
岸
優
太
▼
宮

崎
県
消
防
協
会
長
感
謝
状（
兄
弟
団
員
の
部
）

＝
野
邊
章
吾
・
野
邊
輝
幸
／
河
野
義
範
・
河

野
義
直
▼
宮
崎
県
消
防
協
会
感
謝
状
（
女
性

団
員
の
部
）
＝
藤
原
典
子
▼
宮
崎
県
消
防
協

会
感
謝
状
（
内
助
の
功
）
＝
松
下
美
智
子
／

江
藤
広
美
／
山
口
美
代
子
▼
宮
崎
県
消
防
協

会
南
那
珂
支
部
長
表
彰
＝
川
崎
俊
郎
／
吉
田

俊
盛
／
上
村
眞
司
／
山
下
和
彦
／
成
田
一
志

／
橋
口
雅
廣
／
舟
井
明
▼
串
間
市
長
表
彰
＝

清
水
慎
一
／
河
野
義
範
／
江
藤
謙
吾
／
河
野

圭
介
／
松
田
硬
平
／
水
谷
翔
太
郎
／
渡
辺
英

樹
／
水
元
真
二
／
和
田
勇
人
／
谷
口
陽
亮
／

山
田
平
太
／
江
藤
龍
太
／
吉
田
新
吾
／
鬼
塚

誠
／
渡
辺
祐
太
／
川
﨑
弘
貴
／
中
原
健
一
／

大
迫
成
長
／
原
田
和
彦
▼
串
間
市
長
感
謝
状

（
30
年
勤
続
）
＝
北
村
正
幸
／
久
保
田
優
／

中
村
伸
生
／
冠
地
敬
三
▼
串
間
市
長
感
謝
状

（
25
年
勤
続
）
＝
中
元
英
人
／
村
山
勝
之
／

鈴
木
俊
輔
／
鈴
木
勝
司
／
落
合
幸
一
／
堀
久

利
／
上
村
眞
司
／
竹
本
輝
貴
／
小
森
千
春
／

井
手
利
守
／
山
田
敏
国
／
岩
満
茂
／
門
内
克

幸
▼
串
間
市
長
感
謝
状
（
20
年
勤
続
）
＝
清

水
英
貴
／
川
﨑
雄
一
郎
／
川
原
田
充
／
島
田

貴
広
／
星
田
浩
一
／
渡
邉
一
也
／
古
田
和
彦

／
吉
田
政
一
／
山
本
喜
次
／
田
中
恵
山
▼
串

間
市
長
感
謝
状
（
消
防
団
協
力
事
業
所
）
＝

有
嶋
建
設
株
式
会
社
▼
消
防
団
長
表
彰
＝
野

邊
義
彦
／
渡
会
竜
也
／
清
水
順
一
／
清
水
裕

一
郎
／
古
川
義
直
／
武
田
博
／
大
山
智
明
／

野
辺
義
隆
／
田
中
秀
吉
／
河
野
康
太
／
矢
野

裕
介
／
菊
永
貴
公
／
松
本
康
博
／
花
田
拓
巳

／
吉
永
一
美
／
佐
藤
光
／
河
野
浩
介
／
瀬
能

勝
利
／
田
中
和
胤
／
山
下
望
／
一
井
俊
広
▼

消
防
団
優
良
部
消
防
長
特
別
表
彰
＝
都
井
分

団
第
８
部

※
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平成27年度
串間市

消防団員募集
　串間市消防団では平成27年
度の消防団員を募集していま
す。わたしたち市民の安心・安
全を守るため、現在、男女を
問わずさまざまな職種の方々
が団員として活躍しています。
あなたも地域防災の要、消防
団に加入しませんか。
● 消防団・入団などについての

問い合わせ先
　串間市消防本部消防係
　☎72－４１５１

（写真キャプション）
① 団員の分列行進
② 消防車両の行進
③ 団旗入場
④ 人員・服装・規律点検を受ける
⑤ 一斉放水
⑥ たくさんの方が観覧にかけつけた
⑦ 南さくら保育園児による和太鼓演技
⑧ 規律ある敬礼
 ⑨ 功労者表彰

①

④

⑦

②

⑤

⑧

③

⑥

⑨

INTERVIEW 1

INTERVIEW2

　近年は全国各地で異常気象な
どにより地域住民の生命、身体、
財産をおびやかす災害が多数発
生しております。幸いにも昨年
は串間市において甚大な被害は
発生していないところでありま
すが、今後発生が危惧されてい
ます南海トラフを震源とする地
震や複雑多様化する災害に備え、
消防本部、消防団一丸となって
消防防災体制の更なる充実強化
に取り組み、安心・安全なまち
串間市を目指してまいります。

　私たち消防団は、消防活動は
もちろんのこと、地域防災の中心
として一層の幅広い活動が求め
られており、今後の社会環境の
変化や消防団の現実を踏まえつ
つ、時代に即した消防団の役割を
構築していかなくてはなりません。
　今後も引き続き、諸先輩の築い
てこられた輝かしい串間市消防
団の伝統と実績を引き継ぎ、団員
一丸となって地域住民の安心、安
全と繁栄のため、さらに努力して
まいる所存であります。

安
心
・
安
全
の
ま
ち

串
間
市
を
め
ざ
し
て

消
防
団
の
使
命
感

新
た
に

串間市消防長

井
いの

上
うえ

 雄
ゆう

次
じ

さん

串間市消防団長

武
たけ

田
だ

 英
えい

樹
き

さん
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ハ
ロ
ー
エ
ブ
リ
ワ
ン
！
」
流
暢ち
ょ
うな

英
語
で
子
ど
も
た
ち
に
話
し
か

け
て
い
る
の
は
、
本
城
支
所
で
英
会
話

教
室
を
開
い
て
い
る
山や

ま

﨑ざ
き

榮え
い

三ぞ
う

さ
ん

（
本
城
地
区
・
崎
田
）。
小
・
中
学
生
か

ら
シ
ニ
ア
の
方
ま
で
約
20
名
の
生
徒
が

通
う
英
会
話
教
室
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

山
﨑
さ
ん
は
本
城
出
身
。
防
衛
省
に

勤
務
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
外
国
製
品

の
輸
入
や
日
米
共
同
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
所
属
。
特
別
に
英
語
の

専
門
的
な
訓
練
を
受
け
、
教
官
と
し
て

後
輩
に
英
語
を
教
え
る
ま
で
上
達
し
ま

し
た
。
そ
し
て
４
年
前
に
退
職
し
、
千

葉
県
か
ら
帰
省
。
平
成
26
年
４
月
か
ら

「
子
ど
も
た
ち
に
も
英
会
話
能
力
を
身

に
付
け
て
ほ
し
い
」
と
英
会
話
教
室
を

始
め
ま
し
た
。

授
業
内
容
は
教
科
書
に
沿
っ
て
行
わ

れ
ま
す
。
授
業
で
は
と
に
か
く
繰
り
返

し
聞
い
て
繰
り
返
し
発
音
。
こ
の
日
は

『influenza

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）』

の
発
音
や
、
症
状
な
ど
の
単
語
を
勉
強

し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
笑
顔

で
会
話
す
る
山
﨑
さ
ん
は
「
い
つ
も
子

ど
も
た
ち
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
が
苦
手
意
識
を
持
た
ず
に
英
語
を

学
び
、
将
来
の
選
択
肢
が
広
が
る
と
う

れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

教
室
に
通
っ
て
い
る
本
城
中
１
年
の

瀬
戸
内
椋り

ょ
う
せ
い生さ

ん
は
「
英
語
は
苦
手
教

科
だ
っ
た
け
ど
、
リ
ス
ニ
ン
グ
が
分
か

る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
生
の
お
か
げ
か

な
（
笑
）」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

教
室
で
は
現
在
生
徒
募
集
中
。
詳
細

は
12
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

英
会
話
を
通
し
て
　
交
流
を
深
め
る

子
ど
も
た
ち
に
英
会
話
を

テストの答え合わせをしている様子　間違ったところは何度も発音して覚えます

手作りバンズde
ゴボウバーガー
バンズ（５個分）
●材料
　・強力粉………… 280ｇ
　・砂糖…………大さじ３
　・スキムミルク…大さじ2
　・塩……………小さじ１
　・溶き卵…………… 25ｇ
　・水………………１５０cc
　・ドライイースト…小さじ１
・白ゴマ…………………少々
・溶き卵…………………適量
●作り方
①…Aを混ぜ、耳たぶの柔ら…
かさになるまでこねる。
②…40℃のオーブンレンジで
40分程度発酵させる。
③…バンズの形を作り、濡れ
布巾をかけて15分置く。
④…溶き卵をぬり、ゴマをつけ、…
40℃のオーブンレンジで
40分程度発酵させる。②
のときの２倍くらいの大き
さになるのが目安。
⑤…1８0℃で15～16分焼く。

きんぴら
●材料
・ゴボウ…………………２本
・にんじん………………半分
・牛肉……………………適量
・オリーブオイル… ……少々
・しょうゆ、砂糖、みりん
　　　…………………好み
●作り方
①…千切りにしたゴボウ、にん
じんと牛肉をオリーブオイ
ルで炒める。

②…火が通ったらしょうゆ、砂
糖、みりんを入れて味付
けをする。

きんぴらバーグ（５個分）
●材料
・きんぴら………………好み
・合いびき肉…………２００ｇ
・玉ねぎ・………………小１個
・卵………………………１個
・パン粉・…………………適量
・牛乳……………………適量
・塩コショウ… …………少々
・クミン…………………少々
●作り方
①…材料を全て混ぜ、100回く
らいこねる。きんぴらは
ザクザクにきざんで好き
なだけ入れる。
②…バンズの形に合わせて薄
く焼く。

簡 単 レ シ ピ

本城地区・崎田

山
やま

﨑
ざき

 榮
えい

三
ぞう

さん
小・中学生、大人を対象
に本城支所で英会話教
室を行っています。お気
軽にお申込みください。 平田さん手作りのゴボウバーガー

滋
味
に
富
む
根
菜
「
ゴ
ボ
ウ
」
が

旬
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

旬
の
ゴ
ボ
ウ
を
使
っ
た
料
理
を
教
え
て

く
れ
た
、
福
島
地
区
・
西
小
路
に
お
住

ま
い
の
平
田
理
恵
さ
ん
に
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

平
田
さ
ん
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
山

菜
サ
ミ
ッ
ト
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
お
菓

子
部
門
で
優
勝
す
る
ほ
ど
の
腕
前
で
、

お
菓
子
作
り
や
パ
ン
作
り
が
趣
味
。
日

ご
ろ
か
ら
息
子
の
た
め
に
お
や
つ
を
作

る
の
が
大
好
き
だ
そ
う
で
す
。

今
回
紹
介
す
る「
ゴ
ボ
ウ
バ
ー
ガ
ー
」

は
お
通
じ
の
悪
い
子
ど
も
の
た
め
に
作 

っ
た
も
の
。
食
物
繊
維
が
多
く
、
お
通

じ
改
善
に
効
果
的
。
子
ど
も
が
大
好
物

の
平
田
さ
ん
手
作
り
の
パ
ン
に
、
ゴ
ボ

ウ
の
き
ん
ぴ
ら
、
ゴ
ボ
ウ
入
り
ハ
ン
バ 

ー
グ
を
挟
み
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
に
し
ま

し
た
。
平
田
さ
ん
は
料
理
を
す
る
と
き

に
は
、
な
る
べ
く
ヘ
ル
シ
ー
に
な
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
き
ん
ぴ
ら
を

ハ
ン
バ
ー
グ
に
も
た
っ
ぷ
り
入
れ
、
炒

め
る
と
き
も
サ
ラ
ダ
油
で
は
な
く
、
体

に
良
い
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
う
よ
う

に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
子
ど
も
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
が
一

番
う
れ
し
い
。
喜
ん
で
く
れ
る
か
ら
ま

た
作
ろ
う
と
い
う
気
に
な
り
ま
す
ね
」

と
平
田
さ
ん
。
最
近
は
、
料
理
を
す
る

と
き
に
子
ど
も
が
手
伝
っ
て
く
れ
る
そ

う
で
「
一
緒
に
作
る
と
楽
し
い
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
が
旬
の
ゴ
ボ
ウ
。
ご
家
庭
で
創
作

を
楽
し
み
な
が
ら
味
わ
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

旬
の
ゴ
ボ
ウ
で
子
ど
も
も
笑
顔
に

手
作
り
バ
ン
ズ
de
ゴ
ボ
ウ
バ
ー
ガ
ー

福島地区・西小路

平
ひら

田
た

 理
り

恵
え

さん
外食した料理を参考にしな
がら、その味に近づけるよ
うにいろいろ試行錯誤して
料理するのが好きですね。

🅐
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25

36

市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics
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選手の皆さんお疲れ様でした

市町村対抗
駅伝競走大会

成
人
駅
伝
で
新
成
人
を
祝
う

１
月
11
日
、
『
第
61
回
串
間
市
成
人
祝
賀
駅
伝
競
走
大
会

（
主
催
：
市
体
育
協
会
・
市
教
育
委
員
会
）』
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ス
タ
ー
ト
地
点
の
市
営
陸
上
競
技
場
で
は
、
一
般
・

中
学
生
・
女
子
の
３
部
門
に
計

25
チ
ー
ム
約
2
5
0
名
が
集
結
。

成
人
式
会
場
の
文
化
会
館
前
に

ゴ
ー
ル
す
る
８
区
間
19
・
６
キ

ロ
を
激
走
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル

地
点
で
は
、
晴
れ
着
姿
の
新
成

人
が
見
守
る
中
、
福
島
高
等
学

校
野
球
部
（
一
般
の
部
）
が
１

時
間
６
分
35
秒
で
堂
々
１
位
の

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り
ま
し
た
。

「絶対1位を取る」と意気込み、
野球部みんなで練習を重ねてき
ました。アンカーでタスキを渡
されたとき、後ろにいた選手が
とても速いと聞いていたのでと
ても不安でしたが、みんなのお
かげで優勝することができまし
た。とてもうれしかったです。 

逆転で優勝！ 

福島高等学校 野球部

友
と も

部
べ

 魁
か い

斗
と

さん

1
月
18
日
、
串
間
市
漁
協
荷
さ
ば
き
所
で
毎
年
恒
例
の
『
第

13
回
新
春
串
間
市
漁
協
初
競
り
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

も
く
し
ま
朝
市
「
よ
か
む
ん
市
」
と
同
時
開
催
。
会
場
で
は

あ
ら
汁
や
お
菓
子
の
無
料
の
振

る
舞
い
に
長
蛇
の
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。
新
鮮
な
魚
介
類
が

用
意
さ
れ
た
一
般
参
加
者
に
よ

る
模
擬
セ
リ
や
豪
華
景
品
が
当

た
る
抽
選
会
な
ど
も
大
盛
況
で
、

会
場
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
ま
た
、「
串
間
く
る

み
太
鼓
」
が
力
強
く
演
奏
し
、

来
場
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

新
春
恒
例
初
競
り
に
ぎ
わ
う

神奈川に住む姉の洋子と一緒に
来ました。模擬セリに参加して
鯛、アジ、カマスのセットを安
く買うことができました。干し
物にして食べようと思っていま
す。姉は神奈川の友人のために
ちりめんを購入していました。
とても喜ばれるみたいですね。 

セリで魚落札

本城地区・上中園

鍋
なべ

倉
くら

 美
み

保
ほ

子
こ

さん
野
の

崎
ざき

 洋
よう

子
こ

さん

１月12日（月・祝）『第５
回宮崎県市町村対抗駅伝競
走大会』が宮崎市で行われ
ました。串間市チームの結
果は２時間19分32秒。市郡
の部18チーム中17位と、昨
年と同じ順位でしたが、チ
ーム一丸となった懸命な走
りで、見事１本のタスキを
最後まで繋ぎ切りました。 

12
月
25
日
、
串
間
警
察
署
で
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

た
高
齢
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う
、
メ
リ
ッ
ト
制
度
の
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、
自
主
的
に

返
納
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
事
業
の
一
環
で
、「
宮
交
タ
ク

シ
ー
串
間
営
業
所
」「
宮
児
タ
ク

シ
ー
串
間
営
業
所
」
の
協
力
を

得
て
、『
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
10
％

割
引
』
を
新
た
に
適
用
。
返
納

後
の
交
通
手
段
の
支
援
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
「
よ
か
バ
ス
回
数

券
3
千
円
分
」
に
加
え
、
特
典

拡
充
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

免
許
返
納
で
事
故
防
止
推
進

事故の減少に
串間市は、高齢者の交通事故が
３割を超えています。新たな特
典が高齢者の免許返納のきっか
けになり、交通事故の減少につ
ながるといいですね。公共交通
機関が乏しくて、車がないと厳
しい面もありますが、少しでも
支援していければと思います。

串間警察署 交通係長

杉
す ぎ

尾
お

 彰
しょう

司
じ

さん

1
月
18
日
、
串
間
市
文
化
会
館
で
『
平
成
26
年
度
第
33
回
串

間
市
青
少
年
の
声
を
聞
く
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
の

小
中
高
生
19
名
（
小
学
生
11
名
、
中
学
生
6
名
、
高
校
生
2

名
）
が
日
ご
ろ
の
生
活
で
思
う

こ
と
や
経
験
か
ら
得
た
も
の
、

自
身
の
夢
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
で
発
表
。
発
表
者
は
力

強
く
自
分
の
意
見
を
述
べ
、
そ

の
堂
々
と
し
た
す
ば
ら
し
い
発

表
に
、
来
場
者
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

発
表
内
容
は
広
報
く
し
ま
３
、

５
月
号
で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

自
分
の
夢
や
決
意
堂
々
発
表

緊張したけど、自分の伝えたい
ことは伝えることができました。
とても貴重な経験になりました。
世間的にはまだまだ子どもかも
しれないけど、みんなしっかり
と自分の考えを持っています。
大人の方にも意見を聞いてもら
い、伝えられればと思います。

想いを伝えた

福島中学校 ３年生

中
な か

山
や ま

 愛
え

理
り

菜
な

さん

１
月
13
～
14
日
、
南
那
珂
地
域
家
畜
市
場
で
、『
子
牛
の
初
競

り
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
競
り
に
先
立
ち
、
鏡
割
り
で
今

年
一
年
の
市
場
の
盛
況
を
祈
願
し
た
後
、
競
り
が
ス
タ
ー
ト
。

多
く
の
生
産
者
が
見
守
る
中
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
購
買
者
に

よ
っ
て
子
牛
が
次
々
と
競
り
落

と
さ
れ
、
市
場
は
大
き
な
活
気

に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
２
日
間

で
６
３
２
頭
の
子
牛
が
平
均
57

万
８
，
９
０
５
円
で
落
札
さ
れ
、

昨
年
の
初
競
り
を
２
万
６
，
０

０
０
円
ほ
ど
上
回
る
幸
先
の
良

い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

子
牛
の
初
競
り
活
気
溢
れ
る

今年も頑張る
昨年は天気が良く、えさもよく
育ってくれて、順調に子牛を育
てることができました。価格も
昨年の初競りに比べると良かっ
たです。抽選でイベント牛にも
選ばれて年始から縁起がいいで
すね。今年も一生懸命頑張って
いい牛を育てていきたいです。 

本城地区・崎田

森
もり

永
なが

 敏
とし

久
ひさ

さん・チドリさん

会議の様子

県立福島高校
を育てる

１月16日（金）、アクティ
ブセンターで「宮崎県立福
島高等学校を育てる市民の
会」の会議が行われました。
会員や関係者ら約35名が参
加し、活動の現状や市から
の支援事業の状況などを情
報共有しながら、福島高校
の存続に向け、今後の取り
組みについて協議しました。

１
月
６
日
、
旧
吉
松
家
住
宅
で
、
『
第
７
回
新
春
カ
ル
タ
大

会
（
主
催
：
市
教
育
委
員
会
）』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内

各
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
の
代
表
者
32
名
が
参
加
。
串
間

の
自
然
の
豊
か
さ
や
、
歴
史
や

文
化
を
詠
ん
だ
『
く
し
ま
学
カ

ル
タ
』
を
使
い
、
学
年
や
年
齢

に
関
係
な
く
競
い
合
い
ま
し
た
。

土
肥
昭
彦
教
育
長
は
「
他
の
学

校
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
、

お
お
い
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
皆
さ
ん
は
張
り

詰
め
た
緊
張
感
の
中
、
と
て
も

真
剣
に
勝
負
し
て
い
ま
し
た
。

真
剣
勝
負
新
春
カ
ル
タ
大
会 

まさか優勝できるとは思ってい
ませんでした。昨年出場したと
きは高校生に負けてしまったけ
ど、今回は勝ててとてもうれし
かったです。約１カ月前から昼
休みなどを使って全校生徒みん
なで練習しました。決勝で良い
勝負ができて楽しかったです。 

優勝しました

都井中学校 ２年生

時
と き

任
と う

 舞
ま い

奈
な

さん
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お
子
さ
ん
の
好
き
嫌
い
が
多

く
、
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
親
御

さ
ん
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　
特
に
偏
食
の
多
い
お
子
さ
ん
だ

と
「
栄
養
は
足
り
て
い
る
の
か
し

ら
？
」
と
心
配
に
な
る
声
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
。
食
材
を
小
さ
く
刻

ん
だ
り
、
混
ぜ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
し
て
何
と
か
食
べ
て
も

ら
お
う
と
苦
慮
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
の
で
は
？

　
お
子
さ
ん
に
よ
っ
て
偏
食
の
対

象
と
な
る
食
材
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
や
は
り
い
つ
の
時
代
も
『
野

菜
』
は
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

で
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
子
ど
も
た

ち
は
野
菜
が
嫌
い
な
の
で
し
ょ
う

か
…
。
そ
れ
は
「
味
覚
」
か
ら
の

影
響
が
大
き
く
あ
る
よ
う
で
す
。

味
覚
の
働
き

　
味
に
は
「
甘
味
、塩
味
、酸
味
、

苦
味
、
う
ま
味
」
の
５
つ
あ
り
、

舌
に
あ
る
味み

蕾ら
い

と
呼
ば
れ
る
器
官

が
味
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
働
き
を
し

て
い
ま
す
。
味
蕾
は
短
期
間
に
生

ま
れ
変
わ
り
、
そ
の
際
に
亜
鉛
と

い
う
栄
養
素
が
必
要
と
な
り
ま
す

（
亜
鉛
を
多
く
含
む
食
材
＝
魚
介

類
、
赤
身
の
肉
）。
そ
の
た
め
亜

鉛
が
不
足
す
る
と
味
覚
障
害
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
好
き
嫌
い
に
な
る
の
？

　

味
蕾
の
数
は
大
人
で
６
千
～

８
千
。
赤
ち
ゃ
ん
で
は
１
万
個
も

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
味
覚
は
９
～
10
歳
程
度
で
完
成

す
る
と
い
わ
れ
、
も
っ
と
も
味
を

覚
え
る
の
は
離
乳
食
の
と
き
な
の

だ
そ
う
で
す
。
味
の
中
で
も
生
ま

れ
持
っ
て
「
う
ま
味
と
甘
味
」
は

体
に
と
っ
て
安
全
な
も
の
と
し
て

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
で
き
て

い
る
よ
う
で
、
母
乳
の
甘
味
を
赤

ち
ゃ
ん
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
も
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
苦

味
や
酸
味
は
本
能
的
に
危
険
な
も

の
と
し
て
と
ら
え
、
体
が
拒
否
す

る
反
応
を
起
こ
し
ま
す
。
味
覚
は

徐
々
に
発
達
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
味

も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
す
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ

は
苦
味
の
強
い
野
菜
類
を
本
能
的

に
苦
手
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
す
。
で
は
嫌
が
る
子
ど
も
た

ち
に
叱
っ
て
で
も
食
べ
さ
せ
な
い

と
い
け
な
い
か
…
と
な
る
と
少
し

難
し
い
問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。

調
理
法
を
工
夫
し
て
み
よ
う

　
味
覚
を
育
て
る
、
ま
た
成
長
に

必
要
な
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂

取
す
る
に
は
や
は
り
偏
食
は
減
ら

し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
味
に
出
会
う
こ
と
が
必

要
で
す
。
食
べ
る
機
会
を
常
に
持

ち
、
無
理
な
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
理
想
的
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
調
理
や
食

べ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
少
し
工

夫
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
調
理
の

工
夫
と
し
て
は
次
に
挙
げ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

楽
し
く
食
べ
ら
れ
る
食
環
境
を

　

調
理
以
外
の
方
法
と
し
て
は

「
少
し
で
も
食
べ
た
ら
褒
め
て
あ

げ
る
」
こ
と
で
も
子
ど
も
た
ち
は

苦
手
な
も
の
を
食
べ
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
親
が
苦
手
な
食
材
は
食

卓
に
上
が
り
に
く
い
も
の
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
お
子
さ
ん
も
苦
手

な
も
の
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

味
覚
は
成
長
と
と
も
に
変
わ
り
ま

す
。
無
理
矢
理
食
べ
さ
せ
る
必
要

は
な
い
で
す
が
、
食
べ
る
機
会
を

多
く
持
っ
て
味
覚
と
食
体
験
を
育

て
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
楽
し
く
食
べ
ら
れ
る
食
環
境
を

整
え
て
あ
げ
る
こ
と
も
食
欲
を
持

た
せ
て
あ
げ
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

一
緒
に
簡
単
な
調
理
を
体
験
さ
せ

て
あ
げ
る
こ
と
も
い
い
で
し
ょ
う
。

叱
っ
て
食
べ
て
も
ら
う
よ
り
、
楽

し
ん
で
少
し
で
も
食
べ
る
練
習
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
余

談
で
す
が
、
食
事
の
時
間
に
し
っ

か
り
空
腹
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

重
要
で
す
（
お
や
つ
を
食
べ
す
ぎ

て
い
ま
せ
ん
か
？
）。
空
腹
は
い

ち
ば
ん
の
ス
パ
イ
ス
と
も
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

● 

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務
所 

こ
ど
も
政
策
係
☎
72

－

０
３
３ 

３
（
内
線
５
０
５
）

野菜嫌い
　野菜嫌いで不足してしま
うのはビタミン類、食物繊
維。生や、においの強いも
のは、加熱してカレー粉な
どの香辛料で味付けしたり、
タンパク質（肉類）と一緒
に調理することで食べやす
くなります。

魚嫌い
　生臭さ、血合いの苦さが
苦手。下味で臭みを取る、
照り焼き、ムニエルなどで
食べるようにします。

肉嫌い
　肉の硬さや口あたりが苦
手です。肉類が苦手なお子
さんは鉄が不足する心配が
あります。肉はひき肉料理
などから慣らし、肉の切り
方は繊維を断ち切るように
して、片栗粉や小麦粉をま
ぶして調理するとやわらか
く仕上がります。

　
ま
ち
づ
く
り
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
交
流
会
は
地
域
活
性
化
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
ア
イ
デ
ア
を
、
串
間
市
内
で
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
う
多
く
の
串
間
市
民
と
共
有
し
、

そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
役
立
て
、
共
に
豊

か
で
幸
せ
な
明
る
い
串
間
の
未
来
を
創
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
交
流
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
見
て
聞

い
て
感
じ
る
市
民
の
チ
カ
ラ
」
に
合
わ
せ
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

●
テ
ー
マ

「
見
て
聞
い
て
感
じ
る
市
民
の
チ
カ
ラ
」

①
見
て
み
よ
う
！

　

 

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
１
分
程
度
で
Ｐ
Ｒ
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
申
込
み
の
時
に
用
紙
を
お
配
り
し
ま
す
）

②
聞
い
て
み
よ
う
！

　

 

目
標
や
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
（
匿
名
で
用
紙
に
記
入
し
ま
す
）

③
感
じ
よ
う
！

　

 

感
じ
た
こ
と
を
言
葉
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

も
し
か
し
た
ら
、
他
の
団
体
の
ヒ
ン
ト
に
な

る
か
も
…
。

　
（
②
の
意
見
を
ま
と
め
ま
す
）

④
市
民
の
チ
カ
ラ

　

 

全
て
の
意
見
を
ま
と
め
、
『
市
民
の
声
』
を

共
有
し
、
力
を
合
わ
せ
る
道
を
探
し
ま
し
ょ

う
。
パ
ナ
ッ
プ
が
必
ず
力
に
な
り
ま
す
。

● 

日
時
＝
２
月
18
日（
水
）午
後
６
時
半
～

●
場
所
＝
旧
吉
松
家
住
宅
大
広
間

● 

対
象
＝
市
民
活
動
団
体
、
企
業
、
行
政

（
個
人
も
大
歓
迎
で
す
。
一
団
体
に
つ

き
何
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

●
参
加
費
＝
無
料
（
要
申
込
）

● 

申
込
先
＝
☎
27

－

３
０
７
５

● 

申
込
締
切
＝
２
月
13
日
（
金
）

● 

問
い
合
わ
せ
＝
く
し
ま
市
民
活
動
交
流

セ
ン
タ
ー　
パ
ナ
ッ
プ

　
た
く
さ
ん
の
想
い
と
少
し
の
ア
イ
デ
ア
で
、

こ
の
街
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
、

な
か
な
か
そ
の
場
所
に
行
く
ま
で
の
勇
気
が
で

ま
せ
ん
よ
ね
。
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
も
同
じ
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
皆
で

手
を
と
り
こ
の
街
を
変
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

パ
ナ
ッ
プ
は
あ
な
た
の
背
中
を
押
し
、
あ
な
た

の
手
を
握
り
ま
す
。
あ
な
た
の
ご
参
加
を
、
私

た
ち
は
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
、
あ
な
た

が
必
要
な
ん
で
す
。

　
串
間
市
の
27
年
度
予
算
な
ど
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
る
議
会
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

　
12
月
議
会
中
は
、
27
名
の
方
が
串
間
市
議
会

の
中
継
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大
好

評
に
つ
き
３
月
議
会
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
を
行
い
ま
す
。
み
ん
な
で
見
な
が
ら
わ
い
わ

い
！
ま
た
こ
れ
が
い
い
ん
で
す
！
ぜ
ひ
見
に
来

て
皆
で
い
ろ
ん
な
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ア
イ
デ
ア
を
、
串
間
の
た
め
に
！

〜
そ
う
、
あ
な
た
が
必
要
な
ん
で
す
〜

好き嫌いは
絶対直さないとダメ？？
食べる機会を多く持って、味覚と食体験を育てましょう。

調
理
の
工
夫
例
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串
間
を
創
る
全
て
の

　
市
民
の
た
め
の
交
流
会
で
す

　
串
間
市
議
会
３
月
定
例
会



子どもからお年寄りまで、仲間と一緒に
いろいろなことを学んだり、楽しんだり、
生涯学習にチャレンジしましょう。生涯学習だよりきらめき

て
　

楽
し

み
て　 学

び
続

け
て

あ
な
た
が
き
ら
め
く 

生
涯
学
習
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ 

串
間
市
生
涯
学
習
推
進
大
会

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
の
中
、

自
分
の
人
生
を
よ
り
良
い
も
の
に
、
ま
た

充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、
だ

れ
も
が
、
生
涯
を
と
お
し
て
、
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
へ
の
転
換
が
強
く
望

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
学
校
教
育
・
家
庭

教
育
・
地
域
教
育
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

生
涯
学
習
社
会
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
く
学
び
、
生
き
が

い
を
感
じ
な
が
ら
生
活
す
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
見
い
だ
す
機
会
と
し
て
生
涯
学
習
推

進
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
２
月
15
日
（
日
）

　

午
後
0
時
半
～

●�

会
場
＝
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●�

内
容
＝
生
涯
学
習
成
果
発
表

　

�「
男
前
貯
筋
体
操
・
古
竹
子
ど
も
て
べ

す
お
ど
り｣　

ほ
か

●�

講
演
＝
ヨ
ネ
ス
ケ

　
（
桂
米
助
）
氏

　

�『
人
生
笑
い
が
一
番
』

生
涯
学
習
成
果
作
品
展

●�

日
時
＝
２
月
14
日
（
土
）
～
15
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
６
時

※�

15
日
（
日
）
は
午
後

３
時
ま
で

●�

会
場
＝
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
、
ロ
ビ
ー

映
画
上
映
会
を
開
催
し
ま
す

●�

日
時
＝
２
月
14
日
（
土
）　

　

午
前
の
部
＝
午
前
10
時
～
正
午

　

�

午
後
の
部
＝
午
後
１
時
半
～
３
時
半

●�

会
場
＝
市
文
化
会
館
洋
楽
屋

●�

内
容
＝
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
、
こ
ど

も
に
ん
ぎ
ょ
う
劇
場
ほ
か　

※�

都
合
に
よ
り
上
映
内
容
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
と
ぶ
き
学
園
「
公
開
講
座
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

海
外
や
国
内
の
最
新
の
石
油
事
情
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

毎
日
使
う
石
油
製
品
（
ガ
ソ
リ
ン
・

灯
油
な
ど
）
価
格
が
変
動
す
る
理
由
や
、

シ
ェ
ー
ル
革
命
な
ど
…
。
一
緒
に
学
習
し

ま
せ
ん
か
？

　

一
般
財
団
法
人
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済

研
究
所
石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を

招
き
ま
す
。

●�

日
時
＝
２
月
６
日
（
金
）
午
前
10
時
～

正
午　

＊
受
付
＝
午
前
９
時
半
～

●�

場
所
＝
中
央
公
民
館
２
階
第
一
講
義
室

●�

参
加
費
＝
無
料

第
61
回
串
間
市 

成
人
祝
賀
駅
伝
競
走
大
会

　

１
月
11
日
（
日
）、
本
年
の
成
人
者
を

祝
福
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
成
人
祝
賀
駅

伝
競
走
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
一
般
の
部
９
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部

10
チ
ー
ム
、
女
子
の
部
６
チ
ー
ム
の
計
25

チ
ー
ム
が
参
加
。
午
前
９
時
半
に
陸
上
競

技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
ゴ
ー
ル
の
文
化
会

館
を
目
指
し
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
８
区

間
19
・
６
㎞
の
コ
ー
ス
を
選
手
た
ち
は
沿

道
の
声
援
に
後
押
し
さ
れ
な
が
ら
力
い
っ

ぱ
い
走
り
抜
い
て
い
ま
し
た
。

●�

大
会
結
果

▼�

一
般
の
部

　

１
位　

�

宮
崎
県
立
福
島
高
等
学
校
野
球

部

　
　
　
　

１
時
間
６
分
35
秒　
　

　

２
位　

�

レ
ジ
ェ
ン
ド
い
も
っ
子
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

１
時
間
７
分
44
秒

　

３
位　

航
空
自
衛
隊
高
畑
山

　
　
　
　

１
時
間
12
分
７
秒

▼�

中
学
生
の
部

　

１
位　

福
島
中
野
球
部
Ｂ

　
　
　
　

１
時
間
９
分
43
秒

　

２
位　

宮
崎
く
し
ま
ボ
ー
イ
ズ

　
　
　
　

１
時
間
11
分
57
秒

　

３
位　

い
も
っ
子
ク
ラ
ブ
大
束
Ｂ

　
　
　
　

１
時
間
13
分
23
秒

▼�

女
子
の
部　
　

　

１
位　

大
束
中
学
校

　
　
　
　

１
時
間
29
分
23
秒

　

２
位　

�

福
中
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
Ｂ

　
　
　
　

１
時
間
34
分
36
秒

　

３
位　

�

福
島
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部
Ａ

　
　
　
　

１
時
間
35
分
58
秒

英
会
話
教
室（
本
城
公
民
館
）で 

英
語
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

　

英
会
話
や
英
検
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時

・
中
学
生　

水
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時

・
小
学
生
（
六
年
生
）
土
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
２
時

・
大　

人　

土
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
半
～
11
時
半

●�

参
加
費
＝
１
，
０
０
０
円

●�

講
師
＝
山
﨑　

榮
三
氏

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
☎
75

－

１
８
６
０

貯
筋
体
操（
介
護
予
防
自
立
体
操
）に 

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

今
町
公
民
館
を
会
場
に
楽
し
く
身
体
を

動
か
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
＝
毎
月
第
一
・
三
木
曜
日　

午
前

10
時
～
11
時
半

●�

参
加
費
＝
一
回
５
０
０
円

●�

講
師
＝
荒
木　

妙
子
氏

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
☎
０
８
０

－

１
７
１�

３
－

３
３
２
１

今回は、生涯学習推進大会などについてお知らせします。

フルートアンサンブルで２年連続金賞受賞
　昨年12月21日に行われた「第40回宮崎県アン
サンブルコンテスト」で大束中学校音楽部の皆
さんが一昨年に続き、フルートアンサンブルで
金賞を受賞しました。受賞したのは左から矢

や

野
の

叶
か な

恵
え

さん、野
の

見
み

山
や ま

鈴
す ず

花
か

さん、宮
み や

川
が わ

めぐみさん、
吉
よ し

田
だ

桐
と う

子
こ

さんの３年生チーム４人。４人にコン
テストの感想を聞くと「コンテスト前にたくさ
ん練習を重ね、本番で最高の演奏ができた。い
ろんな人に支えてもらってとれた金賞。感謝し
たいです」と話してくれました。
　皆さんは２月11日の新人演奏会で、模擬演奏
を披露する予定です。

　昨年末から１月12日まで開催された
第93回全国高校サッカー選手権大会に
おいて、串間市出身の河

か わ

野
の

翔
しょう

太
た

さん（日
章学園・３年）が２試合で３得点をあげ、
大会得点王に輝く活躍を見せてくれまし
た。チームは２回戦で敗れたものの、日
章学園の攻撃の要としてチームの躍進に
貢献しました。
　河野さんは全国大会を振り返り、「県
予選から調子は良かったが、正直あそこ
までのプレーができるとは思っていな

かった。昨年出場した全国大会では思う
ようなプレーができず悔しい思いをした
が、今回はリベンジできた」と納得の表
情を見せてくれました。
　また、これまで支えてくれた両親に対
しても「６年間寮生活をさせてもらい、
いろいろサポートしてもらった。最後の
大会で活躍する姿を見せることができ、
少しは恩返しできたかなと思う」と感謝
の気持ちを話してくれました。
　卒業後は、就職が決まっているそうで
すが、これからも何らかの形でサッカー
は続けていくそうです。

最高の演奏ができました

大会得点王に輝きました

叙
勲
受
章
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
教
育
分
野
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
従
事

し
功
労
を
積
み
重
ね
、
成
績
を
挙
げ
ら
れ
た
方

に
贈
ら
れ
る
「
瑞
宝
章
」
を
野
邊
亭ひ

と
し

さ
ん
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞宝双光章　　野
の

邊
べ

　亭
ひとし

さん（元串間市公立学校長）　
　昭和22年４月から39年の長きにわたり、公立小中学校の教諭として
教育現場で活躍され、学校環境整備、学力向上、地域教育の啓発など
を通じて学校教育の振興と児童生徒の健全育成に尽力されました。
　また、串間市立本城小学校、福島小学校などの校長を歴任されるな
ど、教育行政の進展に多大な貢献をされました。

このような章をいただけてありがたいばかりです。先輩、後
輩そして同僚のご指導、ご支援の賜

たま
物
もの
です。また、市や県

の教育委員会にはお世話になり、大変感謝しております。こ
の章に恥じないように、健康維持に努め、私にできることが
あれば市や県のために少しでも力添えできればと思います。

河
か わ

野
の

翔
し ょ う

太
た

選手（日章学園）
全国高校サッカー選手権大会で活躍！

す
べ
て
の
問
い
合
わ
せ
先

串
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
72

－

２
２
１
６
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健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

魅
力
あ
る

福
島
高
校
の

取
り
組
み

～自ら学び
表現力ある
福高生～

こ
ん
に
ち
は
！

福
島
高
校

で
す
！

著：串間市民病院 理学療法士
野辺  俊彦

皆
さ
ん
、「
健
康
寿
命
」
と
い
う
言
葉
を
ご

存
知
で
す
か
？
健
康
寿
命
と
は
健
康
で
日
常
的

に
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
期
間
の
こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
２
０
１
３

年
の
報
告
で
は
、
日
本
人
の
健
康
寿
命
は
男
性

が
約
71
歳
、
女
性
が
約
74
歳
と
世
界
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
す
。
人
は
み
ん
な
健
康
で
長
生
き

し
た
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
健
康
で
長
生
き
を

妨
げ
る
大
き
な
因
子
と
し
て
、
ロ
コ
モ
と
メ
タ

ボ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ロ
コ
モ
、
メ
タ
ボ
を
予

防
し
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か

ら
適
切
に
体
を
動
か
す
習
慣
を
つ
け
て
お
く
こ

と
も
大
切
で
す
。
運
動
を
習
慣
化
す
る
こ
と
で

生
活
習
慣
病
に
か
か
り
に
く
く
な
っ
た
り
、
転

び
に
く
く
な
り
、
骨
折
や
介
護
の
予
防
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
今
回
は
、
皆
さ
ま
の
将
来
の
健

康
の
た
め
に
ロ
コ
モ
と
メ
タ
ボ
の
話
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ロ
コ
モ
と
そ
の
対
策

最
近
、「
ロ
コ
モ
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
し
ま
せ
ん
か
？
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
「
ロ
コ
モ
」
と
は
運
動
器
症
候
群
（
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
の
略
で
、
運
動

器
の
障
害
に
よ
り
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
が
高

い
状
態
の
こ
と
で
す
。
さ
っ
そ
く
で
す
が
、
片

脚
で
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
れ
ま
す
か
？
ま
た
は

立
っ
た
ま
ま
靴
下
が
履
け
ま
す
か
？
こ
れ
ら
の

動
作
が
困
難
な
方
…
ロ
コ
モ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
将
来
介
護
が
必
要

と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
平
成
23
年
厚
労
省

の
調
査
に
よ
る
と
要
支
援
・
要
介
護
に
な
っ
た

方
の
23
％
が
運
動
器
の
障
害
に
よ
る
と
の
こ
と

で
す
。
ロ
コ
モ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
予
防
や
改
善

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
今
回

は
代
表
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
目
は
「
片
脚
立
ち
※
１
参
照
」
で
す
。
二

つ
目
は
「
ス
ク
ワ
ッ
ト
※
２
参
照
」
で
す
。
ス

ク
ワ
ッ
ト
が
難
し
い
方
は
椅
子
か
ら
の
立
ち
座

り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
決
し
て
難
し
い
運
動

で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
た
だ
、
無
理
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
ね
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
カ
ー
フ
レ

イ
ズ
と
い
わ
れ
る
か
か
と
上
げ
運
動
や
ス
ト

レ
ッ
チ
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

も
ロ
コ
モ
対
策
と
し
て
大
変
有
効
で
す
。

メ
タ
ボ
予
防

続
い
て
ぽ
っ
こ
り
お
な
か
の
「
メ
タ
ボ
」
で

す
が
…
メ
タ
ボ
と
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
略
で
す
ね
。

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
と
い
っ
た
命
に
か
か

わ
る
病
気
の
危
険
性
が
急
激
に
高
ま
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。
そ
の
メ
タ
ボ
を
予
防
･
改

善
す
る
た
め
に
は
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
内

臓
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
、

食
生
活
を
改
善
し
、
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
水
泳
、
球
技
な
ど
の
体
脂
肪
を

燃
焼
し
や
す
い
有
酸
素
運
動
や
基
礎
代
謝
を
あ

げ
る
筋
力
訓
練
な
ど
を
行
っ
た
り
、「
自
転
車

や
徒
歩
で
通
勤
や
買
い
物
を
す
る
」「
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
は
な
く
階
段
を
使
用
す
る
」「
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
」
な
ど
と

い
っ
た
日
常
生
活
を
今
よ
り
活
動
的
に
し
、
消

費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

運
動
習
慣
は
ロ
コ
モ
と
メ
タ
ボ
を
予
防
で
き

る
大
切
な
習
慣
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分
に
合
っ

た
安
全
な
運
動
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆

さ
ん
「
か
ら
だ
に
い
い
運
動
」
を
心
が
け
て
、

健
康
で
長
生
き
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

※
１�　

姿
勢
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
、
片
方
の
足
を

床
に
つ
か
な
い
よ
う
に
上
げ
ま
す
。
転
倒

し
な
い
よ
う
に
必
ず
つ
か
ま
る
も
の
が
あ

る
場
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
支
え
が
必

要
な
方
は
十
分
に
注
意
し
て
、
机
な
ど
に

手
を
置
い
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
左

右
１
分
ず
つ
、
１
日
３
回
が
運
動
の
目
安

で
す
。

※
２�　

肩
幅
よ
り
少
し
広
め
に
足
を
開
き
、
つ

ま
先
は
30
度
く
ら
い
開
き
ま
す
。
膝
が
つ

ま
先
よ
り
前
に
出
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て

つ
ま
先
の
方
向
に
膝
が
向
く
よ
う
に
意
識

し
て
、
お
し
り
を
後
ろ
に
引
く
よ
う
に
し

て
身
体
を
し
ず
め
て
く
だ
さ
い
。
膝
に
負

担
を
か
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
膝
を
90
度

以
上
曲
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
太
も
も
の
前
や
後
ろ
に
力
が
入
っ
て

い
る
か
意
識
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
深

呼
吸
に
合
わ
せ
て
５
、
６
回
の
繰
り
返
し

を
、
１
日
３
回
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

『
ロ
コ
モ
』
と
『
メ
タ
ボ
』

　
～
運
動
習
慣
で
予
防
し
ま
し
ょ
う
～

Toshihiko Nobe

スキー
体験企業見学

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
で
３
回

目
の
投
稿
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
２
年

生
が
行
っ
た
修
学
旅
行
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

昨
年
12
月
15
日
か
ら
19
日
の
５
日
間
で

関
東
方
面
へ
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
長
野
県
の
志
賀
高
原
に
お
い
て

ス
キ
ー
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

の
生
徒
が
ス
キ
ー
初
体
験
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
慣
れ
な
い
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
を
身
に

つ
け
、
ス
キ
ー
板
を
恐
る
恐
る
履
い
て
挑

み
ま
し
た
。
例
年
に
な
い
大
雪
に
苦
戦
し

な
が
ら
も
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導

の
も
と
、
２
日
目
に
は
多
く
の
人
が
楽
し

ん
で
滑
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
宮
崎
で
は
な
か
な
か
目
に
す

る
こ
と
の
な
い
雪
に
興
奮
し
な
が
ら
の
２

日
間
の
ス
キ
ー
研
修
で
し
た
。

　

３
日
目
は
、
大
寒
波
の
影
響
で
渋
滞
に

巻
き
込
ま
れ
、
６
時
間
を
越
え
る
バ
ス
ド

ラ
イ
ブ
を
経
て
、
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し

て
い
た
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
到
着

し
ま
し
た
。
全
て
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

乗
る
の
は
難
し
か
っ
た
の
で
、
お
目
当
て

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
が
意
気

揚
々
と
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
東
京
研
修
で
は
、
ク
ラ
ス
別

に
工
場
や
企
業
、
大
学
な
ど
を
見
学
し
ま

し
た
。
私
の
ク
ラ
ス
は
早
稲
田
大
学
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
が
、
大
学
生
が
自
ら
構

内
案
内
を
し
て
く
れ
、
そ
の
魅
力
を
直
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
他

の
コ
ー
ス
で
も
、
世
界
で
活
躍
し
て
い
る

企
業
の
努
力
や
知
恵
な
ど
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
た
よ
う

で
す
。

　

私
た
ち
は
修
学
旅
行
を
終
え
て
、
い
ま
、

家
族
や
仲
間
と
の
絆
に
つ
い
て
改
め
て
そ

の
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
、
苦
難
が
い
く
つ
も
訪
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
に

対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、
学
校
生

活
、
勉
学
、
部
活
動
に
励
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
３
年
生
は
受
験
の
真
っ

只
中
で
す
。
お
正
月
に
も
学
校
に
来
て
勉

強
し
て
い
る
先
輩
方
も
い
ま
し
た
。
受
験

は
団
体
戦
で
す
。
先
輩
方
の
背
中
を
後
押

し
す
る
べ
く
、
１
・
２
年
生
一
丸
と
な
っ

て
、
福
高
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
、
先
輩
方

を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
年
生
が
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た

福島高校２年
生徒会長

加藤 呂
ろ

尚
しょう

さん

わたしが
レポートします。

ディズニー
ランドにて

夕食風景
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交流員レポート

第9代国際交流員
アレックスの

日本体験記
This month's expression今月の表現

　
母
国
以
外
の
国
で
生
活
し
て
い
る

と
、
い
ろ
い
ろ
出
来
事
が
あ
っ
た
り

し
て
面
白
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
ず…

っ
と
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

に
い
る
私
の
家
族
に
、
串
間
や
日
本

の
こ
と
を
語
る
と
、
面
白
が
っ
て
は

く
れ
ま
す
が
、
理
解
し
て
も
ら
え
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
れ

は
当
た
り
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ず
っ
と
同
じ
場
所
や
環
境
に
い
る
と

視
野
が
狭
く
な
り
が
ち
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
最
初
に
日
本
に
来
る
前
は
、

ひ
と
つ
の
場
所
に
し
か
住
ん
だ
こ
と

が
な
く
、
来
日
し
て
か
ら
だ
ん
だ
ん

自
分
の
無
知
に
気
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
留
学
は
下
関
で
し
た
。

下
関
で
は
日
本
人
や
違
う
国
か
ら
の

外
国
人
に
も
た
く
さ
ん
会
え
ま
し
た
。

授
業
の
勉
強
の
上
に
そ
の
交
流
も

あ
っ
て
か
な
り
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

な
の
で
、
や
っ
ぱ
り
外
国
に
住
ん
で

勉
強
す
る
こ
と
は
、
す
ご
く
大
事
な

機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て

自
分
の
経
験
の
外
に
踏
み
出
し
て
み

◆◇◆　その他の新刊　◆◇◆

年
金

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

前
納
や
口
座
振
替
の
利
用
で
お
得
に
！

　

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
年
４

月
に
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
該
当

月
の
翌
月
末
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た
は
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
ら
れ
ま

す
。

　

納
付
書
で
月
々
納
付
す
る
ほ
か
に
、
ま

と
め
て
前
納
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
の
利
用
に
よ

り
、
更
に
お
得
に
な
り
ま
す
。

　

通
常
の
口
座
振
替
の
振
替
日
は
翌
月
末

日
で
す
。

◎
当
月
末
の
口
座
振
替
【
早
割
】

　

申
出
に
よ
り
当
月
末
日
振
替
（
早
割
）

に
す
る
と
、
１
カ
月
あ
た
り
50
円
割
引
に

な
り
ま
す
。

　

参
考
ま
で
に
、
平
成
26
年
度
金
額
は

◎
二
年
前
納
（
４
月
末
に
振
替
）

　

口
座
振
替
…
１
４
，
８
０
０
円
割
引

◎
一
年
前
納
（
４
月
末
に
振
替
）

　

口
座
振
替
…
３
，
８
４
０
円
割
引

　

納
付
書
払
…
３
，
２
５
０
円
割
引

◎�

半
年
前
納（
４
月
末
と
10
月
末
に
振
替
）

　

口
座
振
替
…
１
，０
４
０
円
割
引
×
２
期

　

納
付
書
払
…
７
４
０
円
割
引
×
２
期

※�

各
種
前
納
の
口
座
振
替
お
申
し
込
み
期

限
は
２
月
末
日
で
す
。
10
月
末
振
替
分

の
半
年
前
納
の
み
、
８
月
末
日
と
な
り

ま
す
。

税
金
の
申
告
を
忘
れ
ず
に
！

●
20
歳
前
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　

障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
非
課
税
で

す
が
、
本
人
や
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
は
申

告
が
必
要
で
す
。
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、

所
得
の
確
認
が
出
来
な
い
た
め
支
給
停
止

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●�

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
さ
れ

る
方

　

所
得
に
応
じ
て
免
除
区
分
が
決
定
さ
れ

ま
す
。
本
人
や
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
は
申

告
が
必
要
で
す
。
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、

所
得
の
審
査
が
で
き
な
い
た
め
に
免
除
却

下
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民
係

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城
年
金

事
務
所
☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

る
と
、
以
前
は
想
像
も
で
き
な
か
っ

た
概
念
、
生
き
方
、
価
値
観
な
ど
も

知
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
に
と
っ
て

新
し
い
世
界
が
開
け
ま
す
。
そ
う
す

る
と
当
た
り
前
の
よ
う
に
考
え
方
を

持
つ
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
考

え
方
を
吸
収
し
て
自
分
が
い
い
と
思

う
考
え
方
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
地
元
は
落
ち
着
け
る

し
、
一
番
好
き
な
場
所
で
し
ょ
う
が
、

広
い
こ
の
世
界
の
彼
方
ま
で
地
元
の

運
命
が
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
留

学
で
も
旅
行
だ
け
で
も
、
ぜ
ひ
海
外

を
経
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
強

く
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
話
に
興
味
を

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
気
軽
に

私
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
。

留学時代に遠足
山口県萩市の松陰神社

留学する
study abroad

私は留学したいです。
I want to study abroad.

今月のページ
・記事の余談
・無料英会話
・連絡先など

市ホームページで
更なる情報！
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今
月
の
テ
ー
マ
展
示

まよい雪（小杉�健治）
駿府の裏芝居（鈴木�英治）
島帰り（藤井�邦夫）
恋しるこ（和田�はつ子）
御松茸騒動（朝井�まかて）
逢魔が山（犬飼�六岐）
いちばん近くて遠い（小手鞠�るい）
何が困るかって（坂木�司）
六花落々（西条�奈加）

風のベーコンサンド（柴田�よしき）
レッツゴー・ばーさん！（平�安寿子）
それでも前へ進む（伊集院�静）
磯次の改心（鳥羽�亮）
ご破算で願いましては（梶�よう子）
世界で最初の音（白川�道）
インドクリスタル（篠田�節子）
キミの名前（朱川�湊人）
秘恋（鳥越�碧）

２１××年。地球と同じ組成と重力を
持つ惑星ランタナ星に赴任することに
なった樹木医の資格を持つ水希は、森
林地帯で髪の長い大きな瞳の少女を助
ける…。ランタナ星を舞台に描く、感
動のＳＦファンタジー。

新・御宿かわせみ第５弾。千春と凛太
郎の婚礼の後、麻太郎は元岡っ引きの
仙五郎から、顔形の違う人間が一人に
なって殺されたと聞かされ…。表題作
を含む全５編を収録。『オール讀

よみ

物
もの

』
掲載を単行本化。

『山椒魚』や『黒い雨』などの作品で
知られる井伏鱒二ですが、実は児童書

『ドリトル先生』の翻訳も行っていま
す。哀愁とユーモアの中に鋭い風刺精
神を込めた独特な作風の井伏鱒二の世
界をお楽しみください。

「
井い

伏ぶ
せ

鱒ま
す

二じ

特
集
」

「
千
春
の
婚
礼
」

　
平
岩
　
弓
枝
／
著

「
歌
う
樹
の
星
」

　
風
野
　
潮
／
作

子
ど
も
の

歯
を
守
る

乳
幼
児
フ
ッ
素
塗
布
の
ご
案
内

　

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
化
し
ま
す
。
乳

幼
児
を
対
象
に
し
た
フ
ッ
素
塗
布
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
＝
2
月
18
日
（
水
）

＊
午
後
１
時
～
１
時
半

●�

場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

『
す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
』

●�

そ
の
他
＝
開
催
の
案
内
は
個
別
に
通
知

は
し
ま
せ
ん
。
年
３
回
に
な
る
よ
う
に

フ
ッ
素
塗
布
を
受
け
る
と
効
果
が
あ
り

ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
事
務
所
こ
ど
も
政
策
係

　

☎
72

－

０
３
３
３
（
内
線
５
０
５
）

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

　

12
月
10
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
康
診

査
で
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

山や
ま

口ぐ
ち 

紗さ

和わ

ち
ゃ
ん

◎
小
路

武た
け

田だ 

姫ひ
ま
り璃

ち
ゃ
ん

◎
天
神

矢や

野の 

凛り
ん

太た

朗ろ
う

く
ん

◎
松
尾

荒あ
ら

川か
わ 

愛あ
い

姫か

ち
ゃ
ん

◎
本
町
２
丁
目

野の

邊べ 

紀か
ず

真ま

く
ん

◎
串
間

野の

邊べ 

ゆ
ら
ら
ち
ゃ
ん

◎
上
塩

吉よ
し

田だ 

愛あ
い

ち
ゃ
ん

◎
下
園
田

舟ふ
な

井い 

悠ゆ
う

翔と

く
ん

◎
上
塩

隈く
ま

田た

原ば
ら 

士あ
き

凡つ
ね

く
ん

◎
前
田

和わ

田だ 

愛ま
な

花か

ち
ゃ
ん

◎
樋
口

佐さ
と
う 

心こ
こ
ろ結

ち
ゃ
ん

◎
石
原

谷た
に

口ぐ
ち 

颯そ
う

く
ん

◎
仲
町

矢や

野の 

軌わ
だ
ちく

ん

◎
天
神

野の

邊べ 

新に
い

愛な

ち
ゃ
ん

◎
白
坂

清し

水み
ず 

涼り
ょ
う

太た

郎ろ
う

く
ん

◎
霧
島

古ふ
る

屋や 

虎こ

哲て
つ

く
ん

◎
小
路

黒く
ろ

木き 

亜あ

衣い

奈な
ち
ゃ
ん

◎
木
代

和わ

田だ 

捺な
つ

希き

ち
ゃ
ん

◎
中
新
町

並な
み

松ま
つ 

蒼そ
う

志し

く
ん

◎
仲
町

清し

水み
ず 

太た
い

翔が

く
ん

◎
上
町

江え

藤と
う 

世せ

成な

く
ん

◎
上
井
牟
田

瀨せ

治じ

山や
ま 

逢あ
い

花か
ち
ゃ
ん

◎
下
田
口

谷た
に

口ぐ
ち 

大や
ま
と和

く
ん

◎
下
園
田

育
[Health]

蔵書点検のため

２/16（月）～20（金）

休館します

休館日のお知ら
せ

あなたは、誰かの大切な人（原田�マハ）
峠しぐれ（葉室�麟）



お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務
所

自
立
支
援
係
☎
７2

－

０
３
３
３

（
内
線
５
０
４
）

串
間
市
地
域
防
災
計
画（
素
案
） 

に
関
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

串
間
市
で
は
、平
成
26
年
度「
串

間
市
地
域
防
災
計
画
」
の
抜
本
的

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
素
案
に
つ
い
て
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●�

募
集
期
間
＝
２
月
２
日
（
月
）

～
３
月
３
日
（
火
）

●�

閲
覧
場
所
＝
市
役
所
１
階
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、
総
務
課
危
機

管
理
係
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

各
支
所
で
の
閲
覧

●�

意
見
提
出
方
法
＝
「
意
見
提
出

用
紙
」
に
ご
意
見
を
記
入
の
上
、

ご
提
出
く
だ
さ
い

※�

内
容
、
意
見
提
出
な
ど
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
危
機

管
理
係
☎
内
線
３
１
６

生
涯
学
習
専
門
指
導
員 

（
非
常
勤
）を
募
集
し
ま
す

　

生
涯
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
生

涯
学
習
専
門
指
導
員
（
非
常
勤
）

を
募
集
し
ま
す
。

●�

職
務
内
容

・�

生
涯
学
習
推
進
の
た
め
の
講
座

や
教
室
な
ど
の
企
画
運
営

・�

社
会
教
育
活
動
（
青
少
年
教
育
、

成
人
教
育
、
家
庭
教
育
）
の
助

言
、
指
導

・
社
会
教
育
主
事
の
補
助

●�

応
募
条
件

・�

社
会
教
育
に
関
心
を
持
ち
、
学

習
意
欲
の
あ
る
方

・�

社
会
教
育
、
地
域
活
動
な
ど
の

経
験
が
あ
る
方

・�

そ
の
他
、
生
涯
学
習
お
よ
び
社

会
教
育
に
関
す
る
学
識
経
験
を

有
す
る
方

●�

申
込
方
法

①�

市
販
の
履
歴
書
に
所
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
持

参
②
作
文
の
課
題
提
出

・�

課
題
「
市
民
の
生
涯
学
習
の
支

援
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
」

・�

字
数
８
０
０
字
～
１
，
０
０
０

字
程
度

※�

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

●�

締
切
＝
２
月
25
日
（
水
）
必
着

●�

選
考
方
法

・�

書
類
審
査
・
作
文
選
考
後
、
採

用
者
を
決
定

・
選
考
結
果
は
３
月
上
旬
に
通
知

●�

募
集
人
数
＝
若
干
名

●�

任
用
期
間
＝
平
成
2７
年
４
月
1

日
か
ら
１
年
間
（
更
新
あ
り
）

●�

報
酬
＝
月
額
８�

０
，
０
０
０
円

●�

勤
務
地
＝
中
央
公
民
館
お
よ
び

各
支
所

●�

勤
務
時
間

・
非
常
勤
で
週
３
日
程
度
の
勤
務

・�

勤
務
時
間
は
原
則
９
時
か
ら
1７

時
ま
で
（
休
憩
１
時
間
含
む
）

※�

業
務
の
都
合
に
よ
り
勤
務
時
間

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
☎

７2

－

２
２
１
６

新
春
ミ
ニ
テ
ニ
ス
交
流
大
会 

参
加
者
募
集

　
『
新
春
ミ
ニ
テ
ニ
ス
交
流
大
会
』

を
開
催
し
ま
す
。
大
会
は
、
ダ
ブ

ル
ス
で
行
い
、
参
加
者
を
年
齢
に

関
係
な
く
抽
選
に
よ
り
複
数
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
ペ
ア
は
１
試
合

ご
と
に
代
わ
る
方
式
で
行
い
ま
す
。

　

初
心
者
の
参
加
が
多
い
場
合
は
、

初
心
者
の
部
を
設
け
、
道
具
も
準

備
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●�

日
時
＝
２
月
22
日
（
日
）

　

�

午
前
８
時
半
～
正
午
（
受
付
は

８
時
～
）

●�

会
場
＝
市
民
総
合
体
育
館

●�

参
加
資
格
＝
串
間
市
民

●�

参
加
費
＝
３
０
０
円

●�

申
込
締
切
＝
２
月
15
日
（
日
）

●�

そ
の
他
＝
参
加
者
は
必
ず
「
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
な
ど
の
障
害

保
険
」
に
加
入
す
る
こ
と

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間

市
ミ
ニ
テ
ニ
ス
協
会
（
河
野
さ

ん
）
☎
０
９
０

－

５
０
８
７

－

８
４
８
３

ボ
ー
ト
更
新
講
習
お
よ
び 

新
規
免
許
取
得
の
お
知
ら
せ

更
新
講
習

●�

日
時
＝
３
月
１
日
（
日
）
午
前

10
時
～　

※�

受
付
は
９
時
～

●�

場
所
＝
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

●�

受
講
料
＝
更
新
９
，
０
０
０
円
、

失
効
１�

５
，０
０
０
円（
写
真
・

送
料
込
み
）

※�

日
南
市
油
津
・
高
等
水
産
研
修

所
で
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
３

月
５
日
（
木
）、４
月
３
日
（
金
）

各
日
午
後
１
時
開
始
（
正
午
受

付
開
始
）。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
規
取
得
（
国
家
試
験
免
除
）

●�

受
講
料

・
１
級
＝
１
１
９
，
８
０
０
円

・
２
級
＝
９�

９
，
８
０
０
円

・
進
級
＝
２�

９
，
８
０
０
円

※�

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

　

西
岡
海
事
事
務
所

　

☎
０
１
２
０

－

７6

－

５
５
５
４

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
３
月
１
日
（
日
）

※�

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
、
平

日
に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①
行
政
相
談
＝
２
月
23
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

②
法
律
相
談
＝
２
月
16
日
（
月
）

　

�

午
後
１
時
～
３
時
（
要
予
約
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

問
い
合
わ
せ
先

①
市
民
生
活
課
生
活
係

　

☎
内
線
２
５
５

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
７2

－

６
９
４
３

家
畜
伝
染
病
に
関
す
る 

お
知
ら
せ

　

県
内
に
お
い
て
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
が
、
徹
底
し
た
防
疫
措

置
を
講
じ
て
お
り
、
感
染
拡
大
の

防
止
と
安
全
・
安
心
な
鶏
卵
や
鶏

肉
の
供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。
宮

崎
県
産
の
鶏
卵
・
鶏
肉
は
安
全
で

す
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
近
隣
諸
国
で
は
、
家
畜

伝
染
病
の
発
生
が
続
発
し
て
お
り

ま
す
。
海
外
に
渡
航
さ
れ
る
場
合

は
、
家
畜
伝
染
病
の
侵
入
を
防
止

す
る
た
め
、
空
港
に
お
い
て
靴
底

消
毒
を
徹
底
す
る
な
ど
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
農
業
振
興
課

畜
産
係
☎
内
線
４
２
４

救
急
車
の 

適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

　

救
急
出
動
件
数
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
緊
急
性
が
な
い

の
に
出
動
を
要
請
す
る
ケ
ー
ス
が

増
え
、
本
当
に
緊
急
性
の
あ
る
け

が
人
や
病
人
へ
の
対
応
に
支
障
が

出
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
き
ま
す

と
、
事
故
に
よ
る
大
ケ
ガ
の
人
や
、

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
で
緊
急

に
病
院
へ
搬
送
す
る
必
要
が
あ
る

人
へ
の
救
急
車
の
到
着
を
遅
ら
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
す
る
前
に
、
救

急
車
が
本
当
に
必
要
か
、
自
家
用

車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
一
般
交
通

機
関
を
利
用
で
き
な
い
か
、
も
う

一
度
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
命
に
か
か
わ
る
病
気

や
ケ
ガ
で
緊
急
に
病
院
へ
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
迷
わ

ず
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
を
本
当
に
必
要
と
す
る

人
の
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
消
防

本
部
☎
７2

－

０
２
９
７

平
成
27
年
春
植
付
申
請
等
は 

南
那
珂
森
林
組
合
に
ご
相
談
を

　

今
年
は
造
林
用
苗
木
が
宮
崎
県

全
体
で
不
足
し
て
お
り
ま
す
。
特

に
ス
ギ
苗
に
つ
い
て
は
、
か
な
り

の
不
足
で
注
文
が
受
け
付
け
ら
れ

な
い
状
況
で
す
の
で
、
平
成
2７
年

春
植
付
申
請
等
の
ご
相
談
は
南
那

珂
森
林
組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
南
那
珂
森
林

組
合
串
間
事
業
所
☎
７2

－

０�

２�

５�

９
、
日
南
事
業
所
☎
７2

－

１�

１
０
８

平
成
27
年
度 

総
合
体
育
館
／
総
合
運
動
公
園 

施
設
予
約
調
整
会
議
に
つ
い
て

　

各
施
設
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を

図
る
た
め
、
平
成
2７
年
度
に
大
会

な
ど
（
練
習
を
除
く
）
で
市
民
総

合
体
育
館
ま
た
は
市
総
合
運
動
公

園
を
使
用
さ
れ
る
団
体
の
施
設
予

約
調
整
会
議
を
行
い
ま
す
。

　

該
当
の
団
体
は
行
事
予
定
表
を

提
出
の
上
、
代
表
者
の
会
議
出
席

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
行
事
予
定
表
は
２
月
20
日

（
金
）ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

へ
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

調
整
会
議
の
出
席
が
な
け
れ
ば
予

約
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

代
表
者
（
権
限
の
あ
る
代
理
者
）

の
出
席
が
必
要
で
す
。

　

行
事
予
定
表
（
様
式
）
は
各
団

体
な
ど
へ
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

必
要
な
方
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
３
月
６
日
（
金
）
午
後

６
時
半
～

●�

場
所
＝
中
央
公
民
館
２
階
第
１

講
義
室

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
民
ス�

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
☎
７2

－

５�

２�

６�

２

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

研
修
会
を
開
催
し
ま
す

　
「
精
神
疾
患
を
患
っ
た
と
き
、

地
域
で
は
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い

る
の
か
」
に
つ
い
て
、
現
場
の
福

祉
医
療
従
事
者
と
家
族
の
話
か
ら

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
２
月
14
日
（
土
）
午
後

１
時
半
～
３
時
半
（
受
付
は
午

後
１
時
～
）

●�

場
所
＝
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
Ｗウ

イ

ン

グ

ｉ
ｎ
ｇ　

交
流
室

●�

内
容

・�

講
演
＝
臨
床
心
理
士　

辻
翔
太
氏

「
病
と
共
に
生
き
る
～
精
神
疾

患
を
患
っ
た
と
き
に
ど
の
よ
う

に
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
」

・�

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
＝

医
師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
訪

問
看
護
、
保
健
所
、
デ
イ
ケ
ア

に
よ
る
討
論

●�

申
込
締
切
＝
２
月
12
日
（
木
）

（
当
日
受
付
も
可
）

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｗウ

イ

ン

グ

ｉ
ｎ
ｇ

（
石
川
）
☎
７1

－

１
５
７
８
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
７1

－

１
５
７
９

串
間
市
障
が
い
者
計
画
お
よ
び 

第
４
期
串
間
市
障
が
い
福
祉
計
画 

に
関
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

串
間
市
で
は
、「
串
間
市
障
が

い
者
計
画
」
お
よ
び
「
第
４
期
串

間
市
障
が
い
福
祉
計
画
」
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
素
案
に
つ
い
て
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

●�

募
集
期
間
＝
２
月
20
日
（
金
）

ま
で

●�

閲
覧
場
所
＝
市
役
所
１
階
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
各
支
所
、
相
談
支
援

事
業
所
で
の
閲
覧

●�

意
見
提
出
方
法
＝
「
意
見
提
出

用
紙
」
に
ご
意
見
を
記
入
の
上
、

福
祉
事
務
所
、
各
支
所
、
相
談

支
援
事
業
所
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
※�

内
容
、
意
見
書
提
出
な
ど
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

無
料
相
談

募
　
集
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

　１月６日（火）、市役所ロビーで、ソウル培明（ベミョ
ウン）高等学校野球部の歓迎セレモニーが行われまし
た。野球部の皆さんは１月２日～ ３0 日までの約１カ月
間、串間市民球場でキャンプを行いました。セレモニー
では花束や特産品の贈呈もあり、尹汝國（ユンヨーグ
ㇰ）監督は「歓迎してくれてうれしい。とても暖かく
環境が良いので、思い切って練習できる」とおっしゃっ
ていました。

　１月 19 日（月）、市木保育所の園児 1８ 名
が市木デイサービスを訪問し、利用者の皆
さんにお遊戯や歌を披露しました。

　１月 19 日（月）、「幸せに住みよい地域づ
くり」をテーマに毎月開催している、まるっ
とみんなの会議参加者が、これから取り組
む「５つの柱」を記した宣言書を市長に手
渡しました。

韓
国
の
高
校
野
球
部
が

キ
ャ
ン
プ

お
遊
戯
を
踊
り
ま
し
た

市
木
保
育
所
の
皆
さ
ん

ま
る
っ
と
み
ん
な
の
会
議

市
長
へ
宣
言

　串間の早春を感じてみませんか。ママチャリでの参
加もＯＫ！ロードバイクやキッズ用バイクの試乗体験
もあります。ぜひご参加ください。
●日時＝３月８日（日）午前９時受付
●集合場所＝福島川親水公園
●コース＝Ａコース（約50キロ）、Ｂコース（約15キロ）
●…参加費＝Ａコース ２，000 円、Ｂコース 1，500 円、中
学生以下 500 円
●定員＝各コース 50名
●…申込方法＝規定の参加申込書に必要事項を記入の上、
ＦＡＸまたは郵送、メールにて申込。参加料は銀行
振込もしくは現金書留で支払。詳細はお問い合わせ
ください。
●…申込・問い合わせ先＝串間市サイクリング協会
　☎ 090‐２７1２‐9８２9、ＦＡＸ　７２‐0456

わ
く
わ
く
サ
イ
ク
リ
ン
グ

in
く
し
ま

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

余
生
を
楽
し
く

●
百
野
達
夫
さ
ん

　

誰
も
が
長
生
き
し
て
余
生
を
楽

し
く
朗
ら
か
な
暮
ら
し
を
望
む
。

不
自
由
さ
が
増
す
な
か
で
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
で
人
と
の
交

わ
り
を
密
に
し
、
良
い
思
い
出
を

残
し
た
い
。
二
度
と
な
い
人
生
だ

か
ら
。

　

持
ち
余
す
時
間
を
ど
う
費
や
す

か
、
若
い
頃
な
ら
足
ら
ず
に
地
団

駄
を
踏
ん
だ
の
が
懐
か
し
い
。

　

昔
は
ど
の
家
庭
で
も
家
を
継
ぐ

人
が
必
ず
い
て
、
余
生
を
危
惧
す

る
必
要
は
な
か
っ
た
。
今
は
社
会

の
変
革
で
若
者
は
都
会
へ
去
り
、

年
寄
り
は
田
舎
に
取
り
残
さ
れ
た
。

老
い
を
重
ね
る
ほ
ど
に
病
と
体
の

不
自
由
さ
が
増
す
と
介
護
施
設
の

厄
介
に
も
な
る
。

　

介
護
を
受
け
た
り
寝
た
き
り
に

な
っ
た
り
せ
ず
日
常
生
活
を
送
れ

る
期
間
を
示
す
「
健
康
寿
命
」
が
、

２
０
１
３
年
は
男
性
71
歳
、
女
性

74
歳
だ
っ
た
。

　

人
の
世
は
先
々
何
が
起
き
る
か

誰
に
も
分
か
ら
な
い
。
残
る
余
生

の
日
一
日
を
大
切
に
、
定
期
健
康

診
断
を
行
い
、
長
寿
を
目
指
し
た

い
。

　

輝
か
し
い
新
年
も
明
け
た
。
願

わ
く
は
共
に
壮
健
で
、
夫
婦
の
絆

を
ベ
ー
ス
に
「
思
い
や
り
」
と
い

う
潤
滑
油
を
差
し
合
っ
て
残
さ
れ

た
余
生
を
楽
し
く
朗
ら
か
に
送
り

た
い
。

　
平
均
寿
命
と
同
じ
く
、
健
康
寿

命
も
年
々
と
延
び
て
き
て
い
ま
す

ね
。
誰
も
が
平
等
に
与
え
ら
れ
て

い
る「
時
間
」。
い
つ
ま
で
も
楽

し
く
い
き
い
き
と
過
ご
し
た
い
で

す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
や
は
り
健

康
第
一
。
15
ペ
ー
ジ
の
健
康
マ
メ

ち
し
き
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た

か
？
運
動
習
慣
と
定
期
的
に
健
診

を
受
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
し
た

●
河
野
浩
泰
さ
ん

　

平
成
26
年
11
月
23
日
（
午
後
１

時
57
分
）
に
、
田
中
産
婦
人
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
て
、
私
と
妻
に
初
の

「
孫
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の

田
中
産
婦
人
科
は
、私
の
妻（
ナ
ー

ス
）
が
平
成
９
年
か
ら
18
年
２
月

ま
で
主
任
、
婦
長
と
し
て
働
い
て

い
た
職
場
。
院
長
の
田
中
茂
樹
先

生
は
、
私
の
日
向
学
院
中
・
高
校

の
先
輩
で
す
。

　

歌
手
の
大
泉
逸
郎
さ
ん
の「
孫
」

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
火
曜
夜
８
時
か
ら
の

歌
の
世
界
で
紹
介
）
が
私
に
も
実

感
で
き
ま
し
た
。
次
女
が
先
に
結

婚
し
、
男
の
子
を
出
産
。
帝
王
切

開
と
な
り
「
孫
」
の
肺
に
少
し
穴

が
開
い
て
、
退
院
は
多
少
遅
れ
た�

が
、
子
ど
も
た
ち
と
は
違
っ
た

「
孫
」
の
可
愛
ら
し
さ
。
天
国
の

父
に
も
見
せ
て
や
り
た
か
っ
た
。

父
ち
ゃ
ん
、「
ひ
孫
」
が
産
ま
れ
た

よ
～
。
う
れ
し
涙
。
ち
な
み
に
、

祖
父
は
英
語
で
「
グ
レ
イ
ト
フ
ァ

ザ
ー
」
と
い
い
ま
す
。
ゆ
う
ま
君

（
←
孫
の
名
前
で
す
）。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
グ

レ
イ
ト
」な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
な 

っ
て
う
れ
し
い
様
子
が
と
て
も
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
き
っ
と
と
て
も

可
愛
ら
し
い
お
孫
さ
ん
で
し
ょ
う

ね
。
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し
み

で
す
ね
。

「
話
し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」 

養
成
講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
代
表
　
古
川
啓
之
さ
ん

　

串
間
市
「
話
し
相
手
ボ
ラ
ン
テ�

ィ
ア
」
で
は
、
串
間
市
全
域
で
高

齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
を
訪
問
・

面
談
し
て
串
間
市
の
活
性
化
、
自

殺
防
止
な
ど
の
事
故
防
止
施
策
に

貢
献
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
活

動
範
囲
の
拡
大
と
、
充
実
し
た
福

祉
活
動
の
推
進
を
目
指
し
て
、
次

の
要
領
で
新
入
会
員
の
募
集
と
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
希

望
者
は
２
月
20
日
（
金
）
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●�

日
時
＝
２
月
21
日
（
土
）
午
後

１
時
半
～
３
時
半

●�

場
所
＝
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ�

ー
「
Ｗウ

イ

ン

グ

ｉ
ｎ
ｇ
」

●�
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
代
表�

古
川
啓
之
さ
ん
☎
72

－

６
１
９�

８
、
Ｗウ

イ

ン

グ

ｉ
ｎ
ｇ
中
村
敏
子
さ
ん

☎
72

－

８
４
５
２

　
「
広
報
く
し
ま
」
で
は
皆
さ
ん

か
ら
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
、
腹
が
立
っ
た
こ

と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
す
て
き
な
趣
味
を
お
持

ち
の
方
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る

団
体
な
ど
、
ぜ
ひ
広
報
紙
で
紹
介

し
ま
せ
ん
か
。
自
薦
、
他
薦
は
問

い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
連
絡
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
合
政
策
係

情
報
政
策
係
☎
内
線
３
３
８

2015

主催 : 串間市サイクリング協会

ご連絡・お申し込み先
TEL 090-2712-9829  FAX 0987-72-0456

スタート：福島川親水公園

ロードバイク、
ストライダー（キッズ用バイク）等の
試乗体験コーナーもあり！

Aコース 2,000円
Bコース 1,500円

（中学生以下 500 円）

Aコース50名
Bコース50名

わくわくサイクリング

inくしまinくしまinくしまinくしま

平成26年度串間市にぎわい創出事業

～串間の早春を感じてみませんか～ママチャ
リ

でも
参加OK!!

参加費 定 員

約50㎞（昼食：都井 ちゃんの部屋）

約15㎞（おにつか農園イチゴ狩り）
Ａコース
Bコース

と き
2015 年

3月8日㊐ 9：00 受付（集合場所：福島川親水公園）

試乗
体験

小雨決行

（昼食・エイド付）
串間のおいしい
エイドもご用意
してます!!
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市民
憲章

わたくしたちは、
1.  豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1.  お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1.  健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1.  だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

冬の御
み

崎
さ き

馬
う ま

はどこに行ったのかな？
　都井岬にも北風吹く寒い冬の到来です。緑の草原も
すっかり枯れて黄色くなっています。あれ？最近馬たち
の姿をあまり見かけないな。いったいどこへ行ったので
しょう？
　冬になると、ほとんどの野生馬たちは冷たい冬風を避
け、タケの葉やアカメガシワなどの植物を求めて森にお
引っ越しです。でも、草原に残る家族もいれば、晴れた
暖かな日には森から出てくる家族もいるので、まったく
馬たちに出会えないというわけではありません。モコモ
コ冬毛に変身した可愛い野生馬に会いに、都井岬に遊び
に来てね。

ご予約承り中です！
　歓送迎会や桃の節句また、ご卒業、ご入学のお祝いなど各種
ご宴会のご予約を承っております。ご予算、送迎などご相談に
応じております。お早目にご予約ください。

毎月開催！お風
2

呂
6

の日！
●期日＝毎月２6日
●対象＝リフレ館入浴者
●内容＝入浴料半額（大人２50円・小学生150円）
※…他の割引券との併用はできません

毎週水曜日は！レディースデー！
●期日＝毎週水曜日
●対象＝リフレ館女性入浴者
●内容＝入浴料３00円
※…他の割引券との併用はできません

※※ご協力をお願いいたします※※
　２月末から３月末にかけて大学の陸上部、駅伝部が合宿を行
います。本城地区の道路を練習走行しますので、車を運転され
る皆さまのご協力をお願いいたします。

　

「
あ
な
た
の
青
春
時
代
は
い
つ
で

す
か
？
」
と
聞
か
れ
れ
ば
私
は
間
違

い
な
く
「
中
学
生
の
３
年
間
」
と
答

え
る
だ
ろ
う
。

　

盆
と
正
月
以
外
は
す
べ
て
野
球
漬

け
。
熱
を
出
し
て
学
校
は
休
ん
で
も

部
活
は
休
ま
ず
に
参
加
。
今
な
ら
間

違
い
な
く
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
体

罰
が
当
然
の
よ
う
に
あ
り
、
当
時
は

い
つ
か
仕
返
し
し
て
や
る
、
な
ん
て

思
っ
て
い
た
が
、
不
思
議
な
こ
と
に

今
に
な
っ
て
み
れ
ば
い
い
思
い
出
で

顧
問
の
先
生
の
こ
と
は
良
く
覚
え
て

い
る
。
本
当
に
体
力
的
に
も
精
神
的

に
も
厳
し
い
練
習
ば
か
り
だ
っ
た
が
、

そ
の
お
か
げ
で
県
大
会
３
位
と
い
う

成
績
を
残
せ
た
し
、
そ
れ
以
上
に
野

球
部
の
仲
間
は
文
字
ど
お
り
の
戦
友

ば
か
り
。

　

私
が
串
間
に
引
っ
越
し
し
て
き
た

の
は
小
学
校
６
年
生
の
時
。
そ
こ
か

ら
福
島
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
７

年
間
、
思
春
期
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
串

間
で
過
ご
し
、
そ
し
て
今
現
在
に
至

る
中
で
親
友
と
呼
べ
る
仲
間
は
、
そ

の
７
年
間
の
間
に
で
き
た
数
人
だ
け

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

成
人
し
て
か
ら
何
度
か
帰
省
し
て

い
る
が
、
昨
年
末
初
め
て
親
友
た
ち

と
酒
を
飲
む
機
会
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
驚
い
た
こ
と
は
、
多
く
の

同
級
生
た
ち
が
私
の
持
っ
て
い
た
学

生
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
ま
っ
た
く

違
う
、
例
え
ば
す
ぐ
に
結
婚
し
て
子

供
を
も
う
け
て
い
た
り
、
宮
崎
市
内

で
有
名
な
洋
服
店
を
経
営
し
て
い
た

り
、
中
に
は
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
県

庁
に
勤
め
て
出
世
街
道
に
乗
っ
て
い

た
り
、
独
身
の
ま
ま
だ
っ
た
り
と
、

ま
さ
に
多
種
多
様
。
仕
事
の
都
合
上
、

同
窓
会
に
出
席
し
て
い
な
い
私
に
は

同
級
生
た
ち
の
活
躍
話
が
と
て
も
刺

激
に
な
り
、
ま
た
当
時
の
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

　

そ
う
、
串
間
で
青
春
時
代
を
過
ご

し
た
私
の
同
級
生
た
ち
は
な
か
な
か

ど
う
し
て
凄
い
や
つ
ば
か
り
。
た
だ
、

残
念
な
話
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
串
間

が
田
舎
で
な
に
も
な
い
と
嘆
く
同
級

生
が
い
る
と
い
う
の
だ
。

　

仮
に
な
に
も
な
い
と
す
る
な
ら
、

あ
と
は
上
へ
上
へ
と
上
が
っ
て
い
く

だ
け
、
と
前
向
き
に
捉
え
る
こ
と
は

楽
観
的
過
ぎ
る
、
現
実
を
直
視
し
て

い
な
い
と
ご
指
摘
を
受
け
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
地
方
だ
か
ら
田
舎
だ
か

ら
と
卑
屈
に
な
る
こ
と
自
体
が
自
ら

の
価
値
を
下
げ
て
い
る
し
、
若
い
世

代
が
夢
を
語
ら
な
い
で
、
夢
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
く
て
、
子
ど
も
に
な

に
を
話
す
こ
と
が
、
な
に
を
残
す
こ

と
が
で
き
る
の
か
。

　

私
の
同
級
生
だ
け
で
か
な
り
の
活

躍
や
頑
張
り
を
見
せ
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
は
、
私
の
知
ら
な
い
串
間
の

同
世
代
が
日
本
各
地
で
活
躍
し
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
彼
ら
の
活
躍
が
私
を
刺
激
し

て
く
れ
る
し
、
県
外
で
働
く
私
の
頑

張
り
が
宮
崎
県
内
・
串
間
市
内
で
働

く
同
世
代
の
刺
激
に
な
れ
る
な
ら
こ

れ
ほ
ど
い
い
相
乗
効
果
は
な
い
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
こ
の
随
想
が
同
級
生

の
目
に
留
ま
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら

引
き
受
け
た
甲
斐
が
あ
る
と
い
う
も

の
。

　

青
春
時
代
、
あ
の
日
私
を
染
め
上

げ
た
『
群
青
』
が
今
も
こ
の
皮
膚
の

下
を
覆
っ
て
お
り
、
私
を
叱し
っ

咤た

激
励

し
、
あ
の
頃
の
思
い
出
が
、
親
友
が
、

私
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
で
な
に
も
な
い
、
な
ん
て
言

え
な
い
は
ず
だ
。

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行

（No.976/2015. ２）

● この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口��19,129人（前月比�-29人）
　男��8,876人　女�10,253人
　世帯数8,285世帯（平成27年１月1日現在）

＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　
休館日： ２月は休館日なしで
　　　  営業いたします

TEL 0987-75-2000指定管理者：串間市青果地方卸売市場

新成人のみなさん
おめでとうございます

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL 0987-76-1546

串間市歌をご存じでしょうか。式典
などで斉唱する機会が増えたが、恥
ずかしながら私もいまだに覚えられ
ずにいる。串間の魅力がつまった

「串間市歌」。ぜひ多くの市民の方に
聞いて欲しい。市ホームページで視
聴可能。ぜひ一度聞いてみて（ユ）

仕事始めは消防出初式の取材。団員
のキビキビした行動を見ていると長
かった休みで正月気分が抜けていな
い自分に喝を入れられた気がした。
おかげで切り替えて新年をスタート
できた。今年は昨年以上の広報くし
まをお届けできるよう頑張りたい（イ）

編
集
後
記

今月の表紙

随  

想

中学時代共に汗を流した野球部の戦友たち

「
君
と
羊
と
青
」森

山
　
大
地

もりやま だいち（35歳）
茨城県在住。福島高校を経
て山口大学工学部を卒業。
その後、茨城へ移りスポー
ツ系マスコミに就職。2011
年に退社し独立。現在は、
各メディアにコラムを寄稿
するなど活躍中。

オープニングアトラクションでは、星田直さんのミニライブが行われ、
両親への感謝の思いを歌にして届けました。また、式では市内各地区
の代表者が成人の誓いのこと
ばを発表しました。発表者は
以下の６名の皆さんです。
矢野　温子さん（福島地区）
高桑　義人さん（北方地区）
小濱　真凛さん（大束地区）
谷川　　優さん（本城地区）
河野　晃人さん（都井地区）
清水　望夢さん（市木地区）

遊びに　
来てね！
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集
落
の 

新
年
迎
へ
の 

神
祭
り 

家
ご
と
幣ぬ

さ

を 

配
ら
れ
供
ふ

陽
の
匂
ふ 

と
り
こ
む
夜
具
に 

猫
の
じ
や
れ

わ
れ
と
遊
べ
と 

ま
つ
は
り
せ
が
む

肥
満
な
る 

我
が
足
そ
っ
と 

踏
み
込
み
ぬ

活
断
層
の 

上
と
知
り
た
る

帰
り
行
く 
娘
夫
婦
を 

見
送
り
て

年
の
瀬
又
も 

一
人
ぼ
っ
ち

ホ
ー
ム
に
て 

互
に
老
い
た
る 
も
の
同
志

し
た
し
み
な
が
ら 

幸
せ
余
生

＊
短
歌
、
俳
句
の
投
稿
は

　
■
短
歌 

野
辺
俊
子
さ
ん（
☎
７
２

－３
３
０
０
）　
■
俳
句 

本
田
幾
男
さ
ん（
☎
７
２

－５
２
８
０
）

[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

仲
　
町
　
原
　
　
里
歌

八
ヶ
谷
　
川
崎
　
永
伯

上
小
路
　
木
島
サ
イ
子

仲
　
町
　
木
島
　
幸
子

上
小
路
　
本
田
　
幾
男

[

短 

歌]

串
間
短
歌
会
選

七
草
や 

己
が
生
ま
れ
し 

誕
生
日

大
寒
や 

日
向
に
生
木 

切
る
翁

大お
お

洋わ
だ

に 

向
か
ひ
し
一
服 

初
点
前

子
を
背
負
ひ 

編
み
し
セ
ー
タ
ー 

惜
し
み
を
り

大
隅
の 

灯ひ

の
ほ
つ
ほ
つ
と 

寒
に
入
る

下
中
園
　
森
本
　
リ
ツ

有
明
二
区
　
鈴
木
の
り
子

上
小
路
　
吉
開
　
美
穂

上
中
園
　
鍋
倉
　
文
子

一
般
投
稿 

幸
寿
園
　
山
下
シ
ゲ
子

新鮮な魚介類がその場で食べられる
串間市漁協の港の駅「小屋」

N
o.976

〒
888-8555 宮

崎
県

串
間

市
大

字
西

方
5550番

地
　

電
話

：
0987-72-1111　

FA
X：

0987-72-6727
http://w

w
w

.city.kushim
a.lg.jp/　

Eメ
ー

ル
：

info@
city.kushim

a.lg.jp　
印

刷
/㈲

志
布

志
新

生
社

印
刷

串
間

支
店

発
行

/串
間

市
役

所
　

編
集

/総
合

政
策

課
情

報
政

策
係

　
2015年

２
月

１
日

発
行

（
毎

月
２

回
１

日
・

15日
発

行
）

広
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